
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は

「
潜
在
的
ハ
ザ
ー
ド
」を
認
め
た

市
民
側
か
ら
昨
年
七
月

規
制
委
員
会
が
東
海
再
処

理
工
場
に
つ
い
て
行
っ
た

「
高
放
射
性
廃
液
な
ど
の

潜
在
的
ハ
ザ
ー
ド
（
危
険

性
）
」
に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
と
の
関
連
が
質
問
さ

れ
ま
し
た
。（
本
紙
第
一
四
〇

号
参
照
）
例
え
ば
「
両
工
場

の
高
レ
ベ
ル
の
放
射
性
廃

液
は
組
成
は
同
じ
な
の

か
？
、
ハ
ザ
ー
ド
と
し
て
認

め
ガ
ラ
ス
固
化
の
た
め
の

計
画
書
を
提
出
し
て
い
る

の
か
？
」
な
ど
で
し
た
が
、

担
当
者
は
「
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
い

う
ハ
ザ
ー
ド
の
定
義
は
不

明
だ
が
、
高
レ
ベ
ル
廃
液
は

ガ
ラ
ス
固
化
し
て
い
く
べ

き
も
の
だ
」
「
昨
年
五
月
ア

ク
テ
ィ
ブ
試
験
第
五
ス
テ

ッ
プ
の
ガ
ラ
ス
固
化
は
ク

リ
ア
で
き
た
と
国
へ
報
告

し
た
。
国
は
ま
だ
認
め
て
い

な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
市
民
側
か
ら

「
昨
年
十
月
に
公
表
さ
れ

た
新
開
発
ガ
ラ
ス
溶
融
炉

は
、
実
際
に
使
用
す
る
も
の

な
の
か
？
」
と
の
質
問
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
原
燃
の
回
答

は
「
今
設
置
さ
れ
て
い
る
炉

は
実
運
転
五
年
の
設
計
。
将

来
的
に
新
型
炉
に
変
更
し

て
い
く
。
開
発
し
た
炉
は
、

実
際
に
使
用
す
る
炉
で
あ

り
、
今
は
放
射
性
物
質
の
入

ら
な
い
廃
液
で
試
験
運
転

を
行
っ
て
い
る
」
と
答
え
ま

し
た
。

過
酷
事
故
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
な
ぜ
公
表
さ
れ
な
い
か

市
民
側
か
ら
「
貯
蔵
中

の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
だ
け

で
広
島
原
爆
五
八
〇
〇
発

分
も
あ
る
。
過
酷
事
故
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
な
け

《天恵の海》
２０１４（平成２６）年

８ 月２０日

第１４５号
編集事務局 S.Oshida

ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

三陸の海を放射能から守る

岩手の会
（略称） 三陸の海・岩手の会

郵便振替 02240-5-102650

ホームページ《再処理／岩手の環境》
http://sanriku.my.coocan.jp/
《本紙の全バックナンバー掲載》

七
月
三
一
日
、
再
処
理
工
場
の
撤
退
を
求
め
る
市
民
六

団
体
（
協
賛
八
六
団
体
）
代
表
は
「
再
処
理
工
場
の
重
大

事
故
防
止
に
関
わ
る
要
請
・
公
開
質
問
状
」
を
日
本
原
燃

へ
提
出
し
ま
し
た
。
提
出
行
動
に
は
、
日
本
原
燃
広
報
部

担
当
者
八
人
が
対
応
し
ま
し
た
。

始
め
に
六
ヶ
所
村
「
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
」
の
菊
川
慶
子

代
表
が
質
問
状
を
読
み
上
げ
、
同
部
総
括
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
小
枝
元
氏
に
手
渡
し
ま
し
た
。
質
問
状
に
は
原
子
力

規
制
委
員
会
に
提
出
し
た
「
新
規
制
基
準
・
事
業
変
更
許

可
申
請
書
」
へ
の
数
々
の
疑
問
点
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
約
五
〇
分
に
わ
た
っ
て
市
民
団
体
か
ら
質
疑
や

意
見
が
出
さ
れ
、
原
燃
広
報
部
と
し
て
の
若
干
の
口
頭
に

よ
る
回
答
が
あ
り
、
文
書
に
よ
る
正
式
回
答
は
九
月
一
日

ま
で
に
行
う
と
し
ま
し
た
。
こ
の
行
動
に
つ
い
て
朝
日
新

聞
、
デ
ー
リ
ー
東
北
、
青
森
テ
レ
ビ
が
取
材
し
ま
し
た
。

公開質問状の要旨

日本原燃

社長 工藤健二様

提出団体（青森・北海道・岩手の

６団体）

花とハーブの里・PEACE LAND
核燃から海と大地を守る隣接農

漁業者の会 大間と私たち・未

来につながる会 豊かな三陸の

海を守る会 三陸の海を放射能

から守る岩手の会

本年１月原子力規制委員会へ提出さ

れた新規制基準に対応する「事業変更許

可申請書」は高レベル廃液などの事故対

策があまりに不十分。過酷事故を起こさ

ない覚悟に乏しい。

（１）高レベル放射性廃液の潜在的ハ

ザード（危険）を認めるか？

（２）過酷事故の防止はできるのか？

（３）六ヶ所再処理工場の「アクティブ

試験」は終了したのか？

（４）その他 防災計画への見解

再処理工場の火山対策 耐震

基準はあまりに不備など

＊提出の「要請・質問状」の全文と

賛同８６団体は以下をご覧ください

http://sanriku.my.coocan.jp/14

0731JNFL.pdf 公開質問状の手渡し



れ
ば
避
難
計
画
や
公
衆
防

護
も
で
き
な
い
。
Ｅ
Ｚ
Ｐ

（
防
災
対
策
重
点
地
域
）
が

五
㌔
で
は
狭
す
ぎ
る
」
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

原
燃
担
当
者
は
「
Ｅ
Ｚ
Ｐ
の

範
囲
を
ど
う
す
る
か
は
ま

だ
決
め
ら
れ
て
い
な
い
。
原

発
は
三
〇
㌔
で
あ
り
そ
の

半
分
く
ら
い
か
。
六
ケ
所
村

長
は
こ
れ
が
決
ま
ら
な
い

限
り
安
全
協
定
を
結
ば
な

い
と
し
て
い
る
」
と
答
え
ま

し
た
。

市
民
側
か
ら
「
ア
ク
テ
ィ

ブ
試
験
開
始
の
と
き
に
は

岩
手
で
説
明
会
が
あ
っ
た
。

本
格
操
業
時
に
岩
手
に
説

明
に
来
る
の
か
」
と
の
質
問

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
担
当
者

は
「
社
長
に
伝
え
た
い
」
と

し
ま
し
た
。
市
民
側
は
「
稼

働
よ
り
も
、
安
全
が
第
一
で

あ
り
、
国
任
せ
で
は
い
け
な

い
。
旧
西
ド
イ
ツ
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
再
処
理

工
場
の
大
事
故
に
よ
る
犠

牲
者
は
国
民
の
半
数
の
三

千
万
人
に
上
る
と
し
た
。
原

発
よ
り
も
狭
い
範
囲
の
Ｅ

Ｚ
Ｐ
で
は
間
に
合
わ
な
い
」

と
述
べ
ま
し
た

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
タ
ン
ク
と

使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー
ル
が
近
接

市
民
側
か
ら
「
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ

は
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
で
、
高
レ

ベ
ル
廃
液
を
二
十
年
で
ガ

ラ
ス
固
化
す
る
と
い
う
計

画
書
を
出
し
た
と
い
う
。
六

ヶ
所
工
場
は
、
百
メ
ー
ト
ル

の
近
接
距
離
に
三
千
ト
ン

の
使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー

ル
が
あ
り
、
事
故
が
事
故
を

呼
ぶ
危
険
が
あ
り
制
御
不

能
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

危
険
の
自
覚
が
あ
る
の
か
」

と
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
す
る
回
答
は

「
高
レ
ベ
ル
廃
液
の
事
故

に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
は
大

き
な
注
意
意
識
を
持
っ
て

い
る
。
電
源
が
大
切
で
非
常

電
源
五
基
の
ジ
ー
ゼ
ル
発

電
機
、
三
台
の
電
源
車
な
ど

配
置
し
て
い
る
」
「
廃
液
貯

蔵
タ
ン
ク
の
冷
却
パ
イ
プ

や
水
素
の
掃
気
パ
イ
プ
の

漏
洩
に
つ
い
て
の
問
に
は
、

電
源
確
保
対
策
の
他
に
、
十

分
な
強
度
の
構
造
物
と
し
、

冷
却
も
複
数
ル
ー
ト
で
行

う
。
場
合
に
よ
っ
て
は
外
部

か
ら
タ
ン
ク
を
直
接
冷
や

す
。
貯
水
槽
が
壊
れ
た
な
ら

ば
尾
駮
沼
か
ら
直
接
取
水

す
る
。
厳
冬
期
に
も
訓
練
し

た
」
な
ど
で
し
た
。

住
民
へ
の
事
故
広
報
は

市
民
側
か
ら
「
大
事
故
の

際
の
周
辺
住
民
へ
は
ど
う

知
ら
せ
、
ど
う
避
難
さ
せ
る

の
か
親
身
さ
が
見
え
て
こ

な
い
。
」
と
い
う
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
担
当
者
は
「
広

報
の
訓
練
な
ど
も
行
っ
て

い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。
さ

ら
に
「
本
格
稼
働
に
な
る
と

高
濃
度
の
ト
リ
チ
ウ
ム
が

福
島
の
漁
民
と
東
電
と
の

協
定
値
（
一
五
〇
〇
ベ
ク
レ

ル
／
時
）
と
比
べ
る
と
そ
の

約
十
一
万
倍
の
濃
度
で
日

常
的
に
放
出
さ
れ
る
。
ト
リ

チ
ウ
ム
は
ぜ
ひ
除
去
し
て

ほ
し
い
。
」
と
質
し
ま
し
た

が
、
原
燃
の
答
え
は
「
ご
意

見
と
し
て
お
聞
き
す
る
」
で

し
た
。

（
ま
と
め
・
尚
）

岩
手
県
議
会
環
境
福
祉
委
員
会

岩
手
県
議
会
環
境
福
祉
委
員

会
は
「
県
南
三
市
町
に
お
け

る
子
ど
も
の
甲
状
腺
検
査
実

施
請
願
」
に
つ
い
て
「
継
続

審
議
」
と
し
、
九
月
二
日
に
、

（
独
）
放
射
線
医
学
総
合
研

究
所
の
明
石
真
言
氏
を
参
考

人
と
し
て
意
見
聴
取
す
る
と

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
請
願
市
民

グ
ル
ー
プ
五
団
体
は
、
参
考

人
を
招
致
し
て
議
論
を
深
め

る
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、

明
石
真
言
氏
は
こ
れ
ま
で
の

言
動
で
は
放
射
線
被
曝
を
軽

視
し
原
発
推
進
の
立
場
で
あ

る
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。

従
っ
て
明
石
氏
だ
け
で
な
く
、

放
射
線
内
部
被
曝
に
詳
し
い

西
尾
正
道
氏
（
北
海
道
が
ん

セ
ン
タ
ー
・
名
誉
院
長
）
を

招
聘
す
る
よ
う
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

八
月
五
日
、
環
境
福
祉
委

員
会
が
開
催
さ
れ
請
願
市
民

が
推
薦
す
る
参
考
人
を
招
致

す
る
か
ど
う
か
が
話

し
合
わ
れ
、
及
川
委
員
長
は

「
九
月
二
日
の
明
石
氏
の
話

を
聞
い
た
後
に
検
討
し
決
定

す
る
」
と
し
ま
し
た
。

【
市
民
グ
ル
ー
プ
の
西
尾
正

道
氏
招
致
要
請
の
理
由
】

◇
福
島
で
の
甲
状
腺
ガ
ン
発

見
、
手
術
は
異
常
に
多
い
。

◇
明
石
真
言
氏
は
「
福
島
原

発
事
故
で
、
現
場
労
働
者
も

住
民
も
被
ば
く
で
治
療
を
必

要
と
す
る
人
は
い
な
か
っ

た
」（
２
０
１
１
・
５
Ｗ
Ｈ
Ｏ

総
会
発
言
）「
内
部
被
曝
の
デ

ー
タ
を
集
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
現
在
ま
で
の
結

果
で
は
直
ち
に
影
響
が
出
な

い
」（
２
０
１
４
・
５
参
議
院
内

閣
委
員
会
）
と
発
言
し
て
い
る
。

◇
西
尾
正
道
氏
は
放
射
線
に

よ
る
が
ん
治
療
の
実
績
が
あ

り
最
近
話
題
に
な
っ
た
「
美

味
し
ん
ぼ
」
鼻
血
論
争
で
、

「
内
部
被
曝
的
な
原
因
で
出

血
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
不

思
議
で
は
な
い
」「
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ

論
理
に
よ
る
健
康
影
響
評
価

で
は
現
実
に
起
き
て
い
る
全

身
倦
怠
感
な
ど
の
放
射
線
内

部
被
曝
の
症
状
が
説
明
で
き

な
い
」
な
ど
と
著
作
で
述
べ

て
い
る
。

八
月
十
日
早
朝
盛
岡
か
ら
ク
ル
マ
に

乗
り
合
わ
せ
駆
け
つ
け
た
。
台
風
接
近
中

の
風
と
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
女
川
町
総

合
体
育
館
は
満
席
。
女
川
原
発
反
対
を
原

点
と
す
る
小
出
裕
章
さ
ん
の
講
演
と
、
心

に
し
み
る
加
藤
登
紀
子
さ
ん
の
歌
と
ト
ー

ク
に
聞
き
入
っ
た
。
◆
そ
れ
に
も
増
し
て

素
晴
ら
し
か
っ
た
の
が
地
元
と
近
隣
住
民

十
人
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。
被
災
し
た
ワ
カ
メ

や
カ
キ
養
殖
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
奮
闘

す
る
漁
業
者
。
稲
藁
の
汚
染
と
闘
う
牛
農

家
。
何
を
す
る
に
も
放
射
能
に
注
意
！
の

生
活
と
な
っ
た
３
・
１
１
以
後
の
日
本
、

鉄
腕
ア
ト
ム
の
歌
名
を
知
ら
な
い
子
供

た
ち
に
新
し
い
夢
を
甦
ら
せ
た
い
と
語

る
母
親
。
長
年
町
長
を
続
け
て
き
た
が
原

発
事
故
で
目
が
覚
め
た
、
町
を
上
げ
て
核

廃
棄
物
反
対
・
廃
炉
を
求
め
て
運
動
が
始

ま
っ
た
と
力
説
す
る
元
町
長
さ
ん
・
・
◆

津
波
被
災
と
放
射
能
汚
染
の
影
に
、
地
に

足
を
据
え
て
立
ち
向
か
お
う
と
す
る

人
々
の
祭
り
の
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。（
尚
）


